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１．研究計画の概要 
 申請者は、コムギ動原体局在レトロトラン
スポゾン様配列を導入したタバコを解析す
る過程において、同じ個体において染色体数
の違う細胞が混在する「混数性」を示す形質
転換体（9-1 系統）を見出した。この混数性
は減数分裂・受精を経て遺伝することが明ら
かとなっている。本申請では、混数性を引き
起こしている要因を探るため、混数性 9-1 系
統においてゲノムのメチル化程度やヒスト
ン修飾などのエピジェネティックな変化が
どのように生じているかを明らかにする。 
  
 
２．研究の進捗状況 
(1)BAC-FISH 解析 
 タバコの BAC ライブラリー作成を行い、 
BAC-FISH によりゲノム特異的なクローン
を見出した。代表クローンの塩基配列を決定
するとともに、混数性個体における祖先ゲノ
ム割合を明らかにした。この塩基配列データ
は、塩基レベルのエピジェネティック状態の
解析に使用することができると期待される。 
 
(2)DNA メチル化解析 
 メチル化感受性の制限酵素を用いた解析
では、電気泳動像からの混数性と正常個体の
比較において明確な違いは検出できなかっ
た。すでに知られているアクティブなトラン
スポゾンをプローブに用いたサザン分析に
おいても両者に明確な違いは認められなか
った。しかしながら、染色体レベルでメチル
化の違いを観察するために、 in-situ nick 
translation 法と 5mC 抗体を用いた免疫染色
法を適用したところ、混数性個体のほうがメ
チル化程度が落ちている結果が得られた。 

 
(3)ヒストン修飾解析 
 DNA メチル化とともにエピジェネティッ
クなクロマチン状態を制御するヒストン修
飾について混数性個体での状況を知るため
に、植物でユークロマチンを誘導する
H3K4me2 とヘテロクロマチンを誘導する
H3K9me2 の抗体を用いた免疫染色を行った。
それらのシグナル強度を数値化することで、
染色体のヘテロクロマチン化傾向をあらわ
し、個体間で比較することを試みた。現在、
微妙な調整を行いながら繰り返し実験を行
っているところである。 
 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 

ほとんどの実験計画については順調に予
定通り進行している。もちろん、データを出
すのが若干遅れている実験もあるが、その分、
予想以上な展開で新たな面白い状況を生み
出している実験もある。従って、トータルの
達成度としては、上記のように「おおむね順
調」と判断した。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 現在までの結果として、混数性個体ではユ
ークロマチン化する方向へエピジェネティ
ックな修飾がなされていることが示されて
いる。それをより明確化するために、ヒスト
ン修飾解析などではシグナルの強さを数値
化して比較するデータを、さらに数多く出し
ていく必要がある。また、DNA メチル化など
では、塩基レベルの解析も行っていく。 
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